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八や
ご
こ
ろ
お
も
い
か
ね
の
み
こ
と

意
思
兼
命

　
荒
神
舞
の
岩
戸
開
き
に
お
い
て
は
、
は
か
り
ご
と
を
以
っ
て
ア
マ
テ
ラ
ス

を
天
岩
戸
か
ら
誘
い
出
し
常
世
の
闇
を
打
ち
払
っ
た
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
記
紀
に
も
そ
の
名
が
見
え
「
深
謀
遠
慮
」
の
智
の
神
と
さ
れ
る
思
兼

命
に
あ
や
か
り
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
事
を
謀
り
コ
ロ
ナ
災
禍
の
常
世
の
闇

か
ら
明
る
い
陽
の
当
た
る
ふ
る
さ
と
矢
掛
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！

とぴっくす
○ 

令
和
４
年　

３
月
定
例
会
報
告（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
非
難
決
議
ほ
か
）

○ 

令
和
４
年　

一
般
会
計
当
初
予
算
・
歳
入
歳
出
の
概
要

○ 

提
案
・
要
望
、
さ
ま
ざ
ま
聞
き
ま
し
た
！
一
般
質
問

○ 

コ
ロ
ナ
禍
～
米
価
急
落
！　

農
家
経
営
支
援
要
望
書
提
出

○ 

や
か
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
理
事
と
の
意
見
交
換
会
【
後
編
】

○ 

臨
時
企
画　

山
野
町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
ま
ち
づ
く
り
回
顧
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審 議 結 果 ＊矢掛町議会ホームページをご覧ください＊
http://www.town.yakage.okayama.jp/gyosei/gikai/gikai .html

“ 定例議会の審議結果 ”をクリック
携帯電話・スマートフォン
の方はＱＲコードを読み取
りください。やかげ観光大使

一般会計…財政調整基金の取り崩しなく歳入歳出均衡予算

令和４年度
第１回定例会当初予算可決！

　
令
和
４
年
３
月
２
日
、
町
長
か
ら
招
集
さ
れ
た

３
月
定
例
会
は
、
会
期
を
同
月
16
日
ま
で
の
15
日

間
と
定
め
開
会
し
た
。

　
来
年
度
の
各
会
計
年
間
予
算
な
ど
重
要
案
件
を

審
議
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
現
職
町
長
の
最
後
の

定
例
会
と
あ
っ
て
独
特
の
雰
囲
気
の
中
で
の
開
催

と
な
っ
た
（
Ｐ
５
ま
で
審
議
内
容
関
連
記
事
）。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
人
事
案
２
件
、

財
産
貸
付
案
１
件
、
組
合

規
約
変
更
案
１
件
、
条
例

制
定
案
８
件
、
計
画
変
更

案
１
件
、
補
正
予
算
案
３

件
、
各
会
計
当
初
予
算
案

10
件
、
議
会
発
議
案
１
件

の
計
27
件
。

　
開
会
冒
頭
の
挨
拶
の
中

で
山
野
町
長
は
次
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
「
骨
格
予

算
だ
が
各
分
野
に
配
慮
し

た
予
算
付
け
」
と
し
、
継

続
事
業
も
間
断
な
く
実
施

す
る
た
め
の
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
た
（
Ｐ
４
～
５
参
照
）
。

　
矢
掛
町
の
観
光
施
策
の

指
針
と
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
施
策
と
方
向

性
を
ま
と
め
た
策
定
書
が

議
会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
定
例
会
最
終
日

に
全
議
員
が
提
出
者
と

な
っ
て
『
ロ
シ
ア
連
邦
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

強
く
非
難
す
る
決
議
』
を

発
議
し
ま
し
た
。

　
決
議
の
内
容
は
、
国
際

社
会
の
平
和
秩
序
の
保
持

と
、
何
よ
り
も
武
力
に

よ
っ
て
他
国
の
人
民
の
権

利
を
奪
う
行
為
に
対
し
、

矢
掛
町
議
会
と
し
て
断
じ

て
容
認
で
き
な
い
旨
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
懸
案
で
あ
っ
た
旧
矢
掛

商
業
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
は
「
同
施
設
の
有
効
な

利
活
用
の
目
途
も
立
ち
議

会
へ
の
説
明
も
終
え
、
今

定
例
会
で
議
案
を
提
出
し

た
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
ほ
か
嶋
山
英
二
氏

の
辞
任
に
よ
る
教
育
長
任

命
同
意
案
件
な
ど
の
本
会

議
採
決
、
ま
た
常
任
委
員

会
へ
の
付
託
審
査
も
含
め

最
終
日
の
委
員
長
報
告
の

の
ち
、
当
初
予
算
案
な
ど

一
部
議
案
の
賛
否
討
論
を

経
て
、
全
議
案
を
可
決
し

閉
会
し
た
。

観
光
産
業
展
開
の
戦
略
、

特
に
課
題
で
あ
る
観
光
商

品
開
発
の
方
針
・
方
策
等

が
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
に
対

し
て
侵
略
行
為
を
非
難
す

る
と
と
も
に
、
罪
な
き
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
の
主
権
を
回

復
す
る
べ
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

領
土
か
ら
即
時
撤
退
を
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。
さ

ら
に
現
地
の
在
留
邦
人
の

安
全
の
確
保
と
速
や
か
な

出
国
を
心
か
ら
願
う
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
旨
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
同
決
議
は
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

学
校
法
人
誘
致
…
旧
矢
商
跡
地
、
無
償
貸
付
け
を
可
決

矢
掛
町
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
…
議
会
へ
提
出
さ
れ
る

議
会
発
議
…
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
非
難
決
議
を
可
決
！

軍
事
行
動
の
即
時
中
止
を
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ぎかい君

ぎかい君

　
今
定
例
会
に
は
８
件
の

条
例
制
定
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
委
員
会
へ
議
案
を
付
託

し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
６
件

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
２
件

　
各
議
案
は
議
会
最
終
日

の
本
会
議
で
採
決
し
全
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
主
な
議
案
は
下
の
通
り
）

条
例
制
定
あ
れ
こ
れ
～ 

議
決
し
ま
し
た
！

令和３年度：補正予算（第８号）～　議決しました！

条
例
は
法
令
の
範
囲
内

に
お
い
て
町
の
法
規
と

し
て
定
め
る
自
主
法
で

あ
り
、
議
会
の
議
決
に

よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
も

の
で
す
。住
民
の
権
利・

義
務
に
関
す
る
事
柄
に

つ
い
て
は
原
則
と
し
て

条
例
で
定
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

【議案第１２号】 矢掛町消防団条例の一部を改正する条例制定
●災害・警戒・訓練等に従事した場合、出動報酬が支給されることになりました。
　災害の場合⇒１日につき８, ０００円支給。ただし、出動時間が７時間45分未満の場合は１時間につき
　１, ０００円支給。災害以外の場合⇒１日につき１, ０００円支給。

●団員の年額報酬が増額
　改定されました。
　※（　）内は旧年額報酬

団　　長　８２，５００円（49,000円） 分団本部長　３７，０００円（22,000円）

副 団 長　６９，０００円（43,000円） 部　　長　３７，０００円（22,000円）

本 部 長　５０，０００円（32,000円） 副 部 長　３７，０００円（17,000円）

分 団 長　５０，０００円（32,000円） 班　　長　３７，０００円（17,000円）

副分団長　４５，５００円（26,000円） 団　　員　３６，５００円（15,000円）

●団員の定数が現行５４０名から５００名に改められました（４０名減員）。

【議案第１６号】 矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区内における
建築基準法の制限の緩和に関する条例制定

●重伝建に選定された保存地区内には、建築基準法に適応しない建屋があるが、保存のための措置を確
　保するため及び歴史的風致を維持するため、建築基準法の規定による制度が緩和されます。

●まちなかの道路内にはみ出した屋根部分等は建築制限の緩和の対象になります。また建築物の高さ制
　限の区域にはみ出した屋根部分等も建物制限の緩和の対象になります。

◎各基金に積み増しされました！

◎新型コロナウイルス感染症対策費として計上！◎中学校・小学校のトイレ洋式化改修を行います！
◆ 衛 生 資 材 購 入 費 … ４，０００，０００円

◆ ワ ク チ ン 接 種 … ６，０５３，０００円

山田・中川 小学校 … １１，４００，０００円

矢 掛 中 学 校 … ３，６００，０００円

◆減 債 基 金 … ６８，４６６，０００円

◆図 書 整 備 基 金 … ３０，０００，０００円

◆住 宅 等 整 備 基 金 … ６８，２３３，０００円

◆ふるさと応援基金 … ８，８５５，０００円

◆こどもみらい基金 … ７０，０００，０００円

◆森林環境整備基金 … ２，７７９，０００円

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や

施
策
の
支
出
確
定
に

伴
う
予
算
の
減
額

と
、
今
町
民
に
必
要

な
事
業
・
施
策
に
新

た
な
予
算
が
充
当
さ

れ
、
補
正
予
算
総
額

は
２
億
６
９
０
０
万

円
で
し
た
。
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矢
掛
町
全
会
計
１
６
９
億
８
８
３
０
万
円

対
前
年
度
２
億
３
２
２
０
万
円
増
～　

あ
ら
ゆ
る
、
ひ
と
・
ま
ち
・
事
業
へ
…
予
算
を
可
決
！

　
令
和
４
年
度
の
年
間
予
算

と
し
て
議
会
へ
提
出
さ
れ
た

矢
掛
町
全
会
計
の
本
予
算
を

予
算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付

託
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
お
け
る
付
託
審

査
で
は
、
行
政
運
営
の
義
務

経
費
や
町
に
と
っ
て
の
必
須

事
業
の
適
正
性
、
ま
た
町
民

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
施
策
内

容
の
予
算
付
け
と
な
っ
て
い

る
か
否
か
な
ど
、
総
体
的
に

事
業
と
予
算
の
整
合
性
等
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
質
疑
応
答
の
中
で
こ
れ
ら

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
日
間
に
わ
た
る
集
中
審

査
を
経
て
本
会
議
へ
提
出
さ

れ
た
各
会
計
の
予
算
案
は
、

採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

【 令 和 ４ 年 度 の 矢 掛 町 全 会 計 一 覧 】 ( 単位：千円 )

＊ 会 計 区 分 ＊ ＊ 予 算 額 ＊ 対前年増減額

一 般 会 計 7,820,000 ▲ 40,000

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 1,695,000 ＋ 13,000

介 護 保 険 2,042,000 ＋ 64,000

後 期 高 齢 者 医 療 271,000 ＋ 31,000

地 域 開 発 2,900 ± 0

各財産区（ 1 3 区） 8,800 ± 0

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 1,889,000 ＋ 24,400

介護老人保健施設 366,600 ＋ 13,800

水 道 事 業 1,218,000 ＋ 263,000

下 水 道 事 業 1,675,000 ▲ 137,000

＊全会計：歳出合計＊ 16,988,300 ＋ 232,200

※特別会計のうち、介護保険は保険事業勘定とサービス事業勘定の支出合算額です。

※公営企業会計（４会計）は全て収益的支出と資本的支出の合算額です。

ぎかい君

町民A子さん

ぎかい君

〝一般会計〟は我が町の予算の中
心です！
町民サービスの提供を始め行政運
営の基本的な経費を計上する会計
です。
町の全会計の中で最も金額が大き
く幅広い分野を含んでる会計なの
です！

〝特別会計〟は特定の収入を
もって特定の支出に充てるた
め一般会計と区分して経理す
る必要がある場合の会計で
す！国民健康保険・介護保険
の両会計は法律で設置が義務
付けられている会計です。

〝公営企業会計〟は地方公営
企業法の規定により設置した
サービス利用者から利用料を
得る独立採算による会計で
す。本町では、矢掛病院、た
かつま荘と飲料供給、下水処
理の会計です。

なるほど！
一般会計は
町で一番大きな
“おさいふ ”
なんじゃな！
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
町
長
・
町
議

改
選
を
控
え
た
骨
格
予
算
で
あ
り
、
対
前
年
度

４
千
万
円
減
と
な
る
編
成
予
算
で
し
た
。

　
民
生
費
は
歳
出
全
体
の
約
３
割
を
占
め
、
町

民
の
福
祉
・
介
護
等
に
充
当
。
教
育
・
子
育
て

支
援
や
賑
わ
い
創
出
施
策
な
ど
、
町
の
活
性
化

や
振
興
に
臨
む
事
業
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
内
容
で
し
た
。

※構成比は小数点以下２桁を四捨五入のため 100 にならない場合があります。

ぎかい君

ぎかい君

　
議
会
は
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
継
続
事
業
の
内

容
と
そ
れ
に
伴
う
予
算

の
妥
当
性
を
慎
重
に
審

査
し
、
一
般
会
計
予
算

案
を
可
決
し
ま
し
た
！

　
本
年
度
は
首
長
・
議
会
の
改
選
が
あ
る

た
め
、
必
要
必
須
の
継
続
事
業
や
、
前
年

度
か
ら
繰
り
越
し
て
行
う
諸
事
業
を
完
遂

す
る
た
め
新
規
の
取
り
組
み
（
予
算
付
）

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
全
体
的
に
堅
調
な
編
成
で
あ
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
し
っ
か
り
担
保
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
78
億
２
千
万
円

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

目的別区分 予　算　額 構成比 対前年度比較

議 会 費 8 8 , 2 2 7 1.1% ＋3 , 7 6 3

総 務 費 1, 0 2 4 , 2 31 13 .1% ＋16 0 , 2 8 2

民 生 費 2 , 2 9 7 , 5 2 0 2 9 . 4 % ＋2 9 , 0 7 7

衛 生 費 7 0 4 , 8 3 2 9 . 0 % ▲12 6 , 0 3 4

農林水産業費 2 5 0 , 012 3 . 2 % ▲9 7 , 6 0 4

商 工 費 2 21, 4 2 3 2 . 8 % ＋2 5 , 0 0 8

土 木 費 1,12 2 , 9 2 2 14 . 4 % ▲8 2 , 5 5 3

消 防 費 3 9 2 , 0 6 7 5 . 0 % ▲18 , 7 01

教 育 費 6 31, 6 0 3 8 .1% ▲13 , 5 9 3

災 害 復 旧 費 3 , 2 4 0 0 . 0 % ＋1, 6 0 0

公 債 費 9 21, 8 4 7 11. 8 % ＋2 2 , 0 3 3

諸 支 出 金 15 2 , 0 7 6 1. 9 % ＋5 6 , 7 2 2

予 備 費 10 , 0 0 0 0 .1% ±0

＊ 合 計 ＊ 7 , 8 2 0 , 0 0 0 10 0 . 0 % ▲4 0 , 0 0 0

歳
　
入

＊自主財源　《 30.3％》 ＊ ＊依存財源　《 69.7％》 ＊

町　税 繰入金ほか 諸収入ほか 地方交付税 国・県支出金 町　債 各交付金ほか

1,574,000 308,494 490,556 3,385,000 1,122,250 506,500 433,200

一般会計当初予算成立！
行政運営・町民サービスに配慮した編成を評価

＊＊＊＊＊＊ 令和４年度【主な事業（各会計）】＊＊＊＊＊＊
◎デジタルデバイド対策委託費（スマホ操作等教室）《総務防災課》

◎マイナンバーカード申請支援スマホ講座《町民課》

◎毎戸遺跡発掘調査事業《教育課》

◎ 40歳前健診・保健指導事業《国民健康保険特別会計》

◎一般介護予防事業評価事業《介護保険特別会計》

◎障害者計画等策定調査事業《福祉介護課》

◎都市再生整備事業（西町イベント広場）《建設課》
などなど

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )
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人
口
減
少
と
高
齢
化
が

　
　
も
た
ら
す
様
々
な
行
政

課
題
へ
の
対
処
・
要
諦
、
又

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
人
口

動
態
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
・
展
開
す
る
に
は

今
後
ど
の
よ
う
な
指
針
と
姿

勢
が
必
要
と
な
る
の
か
？

　
　
町
長

　
　
要
介
護
高
齢
者
の
増
大

に
つ
い
て
は
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
国
の
動
向
を
捕
ら

え
て
ほ
し
い
。
常
に
制
度
改

正
が
あ
り
的
確
に
順
応
し
て

い
く
こ
と
そ
れ
が
行
政
の
役

割
だ
。
大
事
な
の
は
健
康
寿

命
の
維
持
で
介
護
を
受
け
な

い
様
に
「
健
康
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
こ
と
だ
。
現
在
本

町
の
介
護
認
定
者
は
千
人
台

で
数
年
間
推
移
し
て
お
り
こ

れ
は
担
当
課
職
員
の
努
力
と

町
民
の
協
力
の
賜
物
だ
。
こ

の
状
況
を
維
持
す
る
た
め
常

に
検
証
し
課
題
解
消
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
利
用
権
設
定
と
農
地
中

　
　
間
管
理
機
構
の
相
違
点

と
現
状
に
つ
い
て
。
利
用
権

設
定
し
て
い
て
も
中
間
管
理

機
構
に
移
行
で
き
る
の
か
。

ま
た
支
援
対
象
に
な
る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
利
用
権
設
定
と
農
地
中

間
管
理
機
構
の
主
な
メ
リ
ッ

ト
は
左
記
の
と
お
り
。
要
件

を
満
た
せ
ば
地
域
集
積
協
力

金
等
の
対
象
と
な
る
。

を
住
民
に
認
識
し
て
い
た
だ

い
て
き
た
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

批
判
の
声
も
あ
る
が
、
総
合

力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

ま
と
め
　
高
齢
者
介
護
や
医

療
体
制
維
持
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
制
度
の
中
で
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
町
民
ニ
ー

ズ
を
な
る
べ
く
満
た
す
施
策

や
自
治
体
の
在
り
方
を
実
現

し
、
住
民
生
活
が
向
上
す
る

よ
う
地
域
経
済
の
持
続
的
発

展
も
図
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は

我
々
町
民
も
で
き
る
範
囲
で

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
理
解

で
き
た
。
議
員
と
し
て
町
民

へ
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

様
々
な
取
り
組
み
と
行
財
政

運
営
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。

き
ら
り
」
の
開
設
時
に
国
の

補
助
金
交
付
を
受
け
出
来
上

が
り
、
現
在
は
農
業
者
の
象

徴
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
儲
か
る
農
業
へ
展
開

し
な
け
れ
ば
農
業
は
維
持
で

き
な
い
こ
と
か
ら
「
矢
掛
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
た
。

儲
か
る
農
業
を
目
指
す
と
こ

ろ
で
は
ハ
ウ
ス
栽
培
の
推
進

も
一
考
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
若
手
就
農
者
、
自

立
す
る
農
業
者
を
支
援
す
る

方
策
も
進
め
て
き
て
い
る
。

今
後
も
国
・
県
・
町
・
Ｊ
Ａ

と
一
体
的
に
進
め
る
雰
囲
気

を
作
っ
て
い
る
の
で
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
貰
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

要
望
　
農
業
振
興
・
農
業
支

援
は
継
続
し
認
定
農
業
者
増

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

地
域
医
療
と
矢
掛
病
院
の
維

持
は
重
要
な
問
題
。
国
は
地

方
の
病
院
の
在
り
方
に
つ
い

て
方
向
づ
け
て
い
る
が
町
に

と
っ
て
矢
掛
病
院
は
絶
対
必

要
と
訴
え
続
け
て
い
る
。
本

町
の
医
療
体
制
は
開
業
医
を

含
め
非
常
に
安
定
し
て
お

り
、
中
核
を
成
す
矢
掛
病
院

を
町
と
し
て
ど
う
支
援
し
て

い
く
か
だ
。
病
院
の
体
制
と

行
政
側
の
体
制
と
が
き
っ
ち

り
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展

を
図
る
必
要
性
に
つ
い
て
は

賑
わ
い
創
出
や
観
光
振
興
へ

の
取
り
組
み
要
因
は
ず
ば
り

人
口
減
少
問
題
だ
。
こ
れ
は

行
政
主
体
で
は
な
く
民
間
主

体
を
期
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
様
々
な
取
り
組
み
の
中

で
町
民
が
町
を
愛
し
好
き
に

な
り
矢
掛
の
価
値
を
再
認
識

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
外

か
ら
「
矢
掛
は
素
晴
ら
し
い

町
」
と
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ

　
　
農
業
振
興
の
中
で
も
特

　
　
に
力
を
入
れ
て
き
た
も

の
は
何
か
。

　
　
町
長

　
　
稲
作
経
営
継
続
支
援
対

策
の
申
請
時
期
が
経
過
し
た

が
、
も
う
少
し
延
長
す
る
の

で
対
象
者
で
未
申
請
の
方
は

是
非
申
請
し
て
頂
き
た
い
。

農
業
振
興
で
は
圃
場
整
備
か

ら
始
め
、
集
落
営
農
、
法
人

化
を
進
め
た
経
緯
が
あ
る
。

Ｊ
Ａ
と
の
間
で
は
「
青
空
市

様
々
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
を
問
う
！

農
業
振
興
策
の
方
針
を
問
う

介
護
・
医
療
・
産
業
振
興
…
課
題
克
服
の
機
微
と
は
？

農
地
中
間
管
理
機
構
と
利
用
権
設
定
に
つ
い
て

花
川
大
志

田
中
輝
夫

質
問
者

質
問
者

答

答

答

問

問

問

利用権設定
（期間）3年・6年・10年

農地中間管理機構
原則10年以上

年２回登録可
（6・12月）

所有者と耕作者がそ
れぞれ契約する

いつでも申請可
農地中間管理機構へ
農地登録する

メリット

契約期間満了後
農地は所有者へ返還

契約事務は中間管理
機構へ一本化

契約解除時離作料を
支払う必要なし

貸借料の支払先は中
間管理機構へ一本化

利用状況報告書提出
不要

利用権設定を解除すれば
農地中間管理機構へ移行できる
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
　
症
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
誰
で
も
で
き
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
医
療
・
介
護
の
施
設
で
も

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
矢

掛
病
院
で
は
通
常
診
療
が
出

来
な
く
な
っ
た
。
医
療
崩
壊

が
起
き
る
と
町
民
の
拠
り
所

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
幼
稚
園
・
保
育
園
で
も
登

園
自
粛
が
呼
び
か
け
ら
れ
保

護
者
は
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を

得
な
い
状
況
だ
。

　
医
療
・
介
護
・
保
育
・
教

育
各
施
設
で
働
く
方
と
そ
の

利
用
者
を
対
象
に
無
料
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
れ
る
体
制

は
つ
く
れ
な
い
か
？

　
　
町
長

　
　
検
査
体
制
つ
い
て
は
体

制
整
備
計
画
を
基
本
と
し
て

県
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
町
の
役
割
で
は
な

い
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対

　
　
矢
掛
町
の
小
学
校
の
統

　
　
廃
合
と
小
中
一
貫
校
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
た
ら
小
中
一
貫
に
す

る
よ
う
に
で
き
る
と
考
え
て

い
る
の
か
。
矢
掛
町
の
子
ど

も
た
ち
の
将
来
を
考
え
る
上

で
、
小
学
校
、
中
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
選
択
肢
が
あ
る
の
か
問

う
。

　
　
嶋
山
教
育
長 

　
　
地
域
か
ら
小
学
校
が
な

く
な
っ
た
ら
、
残
念
な
が
ら

地
域
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
思
う
。
学

校
と
公
民
館
は
地
域
づ
く
り

の
拠
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
統
廃
合
を
し
な
く
て
も

地
域
が
維
持
で
き
る
こ
と
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
子

ど
も
た
ち
の
「
知
・
徳
・
体
」

と
い
っ
た
教
育
が
本
来
目
指

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
の
達
成
が
困
難
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
時
に
は
、

あ
り
、
今
ま
で
の
体
制
で
問

題
な
い
。
町
民
の
命
に
係
わ

る
具
体
的
な
事
態
が
起
こ
れ

ば
町
長
の
使
命
と
し
て
命
を

守
る
。
病
院
に
配
慮
し
な
が

ら
医
師
と
は
連
絡
を
と
っ
て

い
る
。
役
割
の
中
で
対
応
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
保
健
所

に
は
頭
が
下
が
る
思
い
だ
。

町
と
県
は
一
体
感
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
る
の
で
、
役
割

の
中
で
命
を
守
る
体
制
を
絶

え
ず
図
っ
て
い
く
。

　
　
バ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

　
　
ョ
ナ
ル
へ
の
補
助
対
象

事
業
の
防
災
ア
プ
リ
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
町

民
の
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
今
、
町
長
の
在

任
中
に
補
助
金
の
返
還
請
求

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
返
還

請
求
の
意
思
は
あ
る
か
？

　
　
町
長

　
　
そ
の
意
思
は
な
い
。

残
念
で
は
あ
る
が
統
廃
合
も

一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
統
廃
合
の
基
準
と
い
う
も

の
は
な
い
が
、
一
つ
の
目
安

と
し
て
学
級
数
や
児
童
数
に

よ
り
、
教
頭
が
配
置
さ
れ
な

い
、
養
護
教
諭
や
事
務
職
員

が
他
校
と
の
兼
務
配
置
に
な

る
な
ど
の
場
合
、
統
廃
合
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
も
起
こ
る
。

　
現
在
矢
掛
町
の
学
校
で
は

該
当
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
統
廃
合
に
関
し
て
は
７
小

学
校
を
１
校
に
す
る
の
か
、

近
隣
の
複
数
校
を
一
つ
に
す

る
の
か
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な

方
針
が
考
え
ら
れ
る
。

　
保
護
者
や
地
域
住
民
は
も

ち
ろ
ん
、
学
校
関
係
者
な
ど

多
く
の
方
々
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
関
係
者
と

し
っ
か
り
協
議
を
し
、
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

応
は
検
査
の
拡
充
で
は
な

く
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

方
へ
検
査
を
進
め
る
も
の
。

町
の
役
割
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
基
本
で
あ
り
対
応
は
変
わ

ら
な
い
。

　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
抗
原
検

　
　
査
の
診
療
報
酬
の
引
き

下
げ
な
ど
、
国
の
方
針
に

従
っ
て
命
が
守
れ
る
の
か
と

い
う
危
惧
が
あ
り
、
町
民
誰

で
も
が
一
日
も
早
く
普
通
の

社
会
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

無
料
の
検
査
体
制
の
確
立
に

つ
い
て
英
断
を
再
度
求
め

る
。

　
検
査
機
器
の
購
入
、
検
査

実
施
要
員
の
不
足
、
試
薬
等

が
入
ら
な
い
と
う
か
が
っ
た

が
今
こ
れ
を
予
算
化
し
て
お

い
て
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い

よ
う
に
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
が
？

　
　
町
長

　
　
こ
れ
は
病
院
の
問
題
で

　
ま
た
、
現
状
町
内
各
小
学

校
に
お
い
て
、
学
校
運
営
協

議
会
が
設
置
さ
れ
、
各
校
と

地
域
の
良
好
な
関
係
が
築
か

れ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

教
育
・
子
育
て
が
良
好
に
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、現
行
の
各
地
区
１
校（
町

内
７
校
）
の
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
を
提
言
す
る
と
い
う

審
議
会
の
答
申
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

要
望
　
小
学
校
の
統
廃
合
は

矢
掛
町
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
何
が
ベ
ス
ト
な
の

か
。
子
ど
も
た
ち
を
一
番
に

考
え
て
の
対
応
を
お
願
い
す

る
。

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
確
立
を
望
む
！

小
学
校
統
廃
合
と
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

バ
ー
ト
防
災
ア
プ
リ
…
補
助
金
返
還
請
求
は
？

小
学
校
、
中
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
選
択
肢
は

石
井
信
行

髙
月
敏
文

質
問
者

質
問
者

答

答

答

問

問

問

答 問
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令
和
２
年
12
月
議
会
で

　
　
も
質
問
を
し
た
が
、
景

観
行
政
団
体
に
移
行
後
、
景

観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
を

作
成
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
市
町
村
が
景
観
行
政

団
体
に
移
行
す
る
に
は
県
知

事
と
の
協
議
を
経
て
、
景
観

行
政
団
体
へ
と
移
行
で
き

る
。

　
景
観
計
画
は
景
観
行
政
団

体
が
良
好
な
景
観
の
作
成
を

図
る
た
め
、
景
観
計
画
区
域
、

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
な

ど
も
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
が
謳
う
「
美
し
く
風
格

あ
る
国
土
の
形
成
、
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
創

造
及
び
活
力
あ
る
地
域
社

会
」
の
実
現
を
図
る
た
め
に

も
、
景
観
行
政
団
体
に
移
行

し
て
景
観
計
画
を
作
成
し
、

景
観
法
に
沿
っ
た
町
づ
く
り

が
矢
掛
に
相
応
し
い
と
思
う

が
、
見
解
を
問
う
。

　
　
こ
の
保
育
の
無
償
化
に

　
　
つ
い
て
、
本
町
で
は
平

成
30
年
４
月
か
ら
子
育
て
支

援
を
す
る
こ
と
に
よ
る
人
口

増
を
目
指
し
、
国
の
対
象
外

で
あ
る
住
民
税
課
税
世
帯
を

含
む
全
園
児
を
対
象
に
実
施

さ
れ
、
本
年
で
４
年
が
経
過

す
る
。
そ
こ
で
、
無
償
化
に

よ
る
人
口
対
策
の
効
果
及
び

今
後
こ
の
効
果
に
よ
り
、
対

象
園
児
、
入
園
率
の
増
加
が

想
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た

場
合
の
対
応
、
ま
た
、
こ
の

制
度
の
令
和
５
年
度
か
ら
の

継
続
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
効
果
に
つ
い
て
は
、
過

去
３
年
間
、
対
象
者
が
増
加

ま
た
は
横
ば
い
で
あ
り
、
一

定
の
効
果
は
あ
っ
た
。
利
用

希
望
者
増
加
に
対
応
す
る
た

め
の
対
策
と
し
て
、
認
定
こ

ど
も
園
の
南
に
園
舎
建
設
の

用
地
を
確
保
し
て
い
る
。

色
の
伸
長
に
資
す
る
よ
う
多

様
な
形
成
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
本
町
と
し
て
は
、
現
在
、

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
景
観
計

画
の
適
用
区
域
で
あ
る
こ
と

の
特
性
を
生
か
し
、
快
適
で

文
化
の
香
り
高
い
景
観
を
創

造
す
る
に
は
、
町
民
・
事
業

者
・
行
政
が
協
議
し
、
景
観

に
お
け
る
更
な
る
熟
度
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
本
町
に

お
け
る
必
要
性
を
分
析
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望
　
前
回
質
問
を
し
た
こ

と
に
対
し
て
行
政
と
し
て
も

研
究
し
て
お
り
、
一
歩
二
歩

前
進
し
て
い
る
印
象
を
受
け

る
。
今
後
も
引
き
続
き
矢
掛

町
の
た
め
に
研
究
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

念
さ
れ
る
が
、
現
状
と
対
応

を
問
う
。

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
保
育
士

は
、
新
た
な
業
務
に
対
応
の

中
、業
務
の
電
子
化
を
図
り
、

負
担
軽
減
す
る
こ
と
で
保
育

の
質
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
町
長

　
　
正
職
員
の
採
用
は
平
成

12
年
か
ら
し
て
い
な
い
が
、

国
の
民
営
化
の
方
針
に
対
応

す
る
た
め
、
嘱
託
職
員
を
主

任
に
し
園
長
に
で
き
る
形
を

作
っ
て
き
た
。

提
言
　
正
職
員
を
定
期
的
に

採
用
す
る
と
共
に
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
保
育
補
助
員

及
び
平
時
に
お
い
て
も
校
務

員
を
適
宜
、
配
置
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　
　
建
設
課
長

　
　
令
和
３
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
中
国
地
方
都
市
美
協

議
会
景
観
研
究
会
に
職
員
２

名
を
参
加
さ
せ
、
法
制
度
の

活
用
、
全
国
の
活
用
事
例
及

び
国
土
交
通
省
か
ら
の
情
報

提
供
な
ど
を
受
講
し
、
景
観

に
関
す
る
研
究
を
開
始
し
て

い
る
。

　
景
観
行
政
団
体
と
は
景
観

法
を
活
用
し
た
景
観
行
政
を

推
進
す
る
地
方
公
共
団
体
の

こ
と
で
、
長
い
時
間
を
か
け

て
形
成
さ
れ
た
矢
掛
独
自
の

景
観
を
、
愛
着
と
親
し
み
を

持
っ
て
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

　
昨
年
度
の
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
選
定
や
商
店

街
の
無
電
柱
化
、
道
の
駅
山

陽
道
や
か
げ
宿
の
開
業
な
ど

現
状
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
景
観
法
の
基
本
理
念
で

は
、
良
好
な
景
観
は
地
域
住

民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
及
び
特

　
　
町
長

　
　
こ
の
制
度
は
、
基
本
的

に
は
自
然
増
と
減
を
縮
め
る

人
口
対
策
と
し
て
、
平
成
28

年
度
に
少
子
化
対
策
の
た
め

の
未
来
基
金
を
準
備
し
た
こ

と
に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
制

度
で
、
今
後
は
国
の
動
向
に

も
よ
る
が
、
私
の
決
断
の
中

で
は
当
分
は
制
度
の
継
続
は

可
能
で
あ
る
。

　
　
現
在
４
園
で
は
正
職
員
、

　
　
会
計
年
度
職
員
計
71
名

が
勤
務
し
て
い
る
が
、
正
職

員
は
全
体
の
９
％
の
６
名
と

い
う
実
態
で
あ
り
、
園
長
職

に
正
職
員
登
用
を
危
惧
す
る

が
、
正
職
員
の
採
用
計
画
、

ま
た
、
保
育
士
は
本
来
の
業

務
は
も
と
よ
り
、
園
内
の
保

全
作
業
等
も
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
令

和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
感
染
対
策
な
ど
平
時
と

違
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
、

結
果
的
に
保
育
の
低
下
が
懸

歴
史
か
お
る
文
化
の
町
を
目
指
し
て

保
育
料
無
償
化
の
継
続
を

景
観
計
画
の
策
定
と
景
観
行
政
団
体
に
つ
い
て

保
育
士
の
負
担
軽
減
に
よ
る
保
育
の
質
の
確
保

浅
野
　
毅

原
田
秀
史

質
問
者

質
問
者

答

答

答

答答

問

問

問
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関

　
　
す
る
条
例
制
定
を
す
る

こ
と
に
関
し
て
、
矢
掛
町
と

し
て
の
対
応
は
ど
う
か
？

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

は
、
本
来
大
人
が
担
う
よ
う

な
家
族
の
介
護
や
世
話
を
す

る
こ
と
で
、
自
ら
の
育
ち
や

教
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
18
歳
未
満
の
子
供
と
、
国

が
定
義
し
て
い
る
。
学
業
に

支
障
が
生
じ
た
り
、
子
供
ら

し
い
生
活
が
送
れ
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る

と
い
う
点
を
理
解
し
た
上

で
、
我
々
は
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

と
把
握
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は

数
件
あ
る
。
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
総
社
市
と
組
織
や

体
制
が
異
な
っ
て
お
り
、
矢

掛
町
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

健
康
子
育
て
課
で
は
、
子
育

織
が
あ
り
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
教
育
の
関
係
者
と
課

題
の
あ
る
ご
家
庭
や
児
童
の

支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
場

が
あ
る
。
こ
の
組
織
を
活
用

し
協
議
、
対
応
を
考
え
て
い

る
。

　
　
学
校
現
場
で
の
ヤ
ン
グ

　
　
ケ
ア
ラ
ー
が
、い
じ
め
、

不
登
校
な
ど
に
な
る
こ
と
の

対
策
は
？

　
　
教
育
長

　
　
学
校
で
も
、
家
庭
と
連

携
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の

状
況
等
々
を
確
認
し
て
い

る
。
各
地
域
の
中
で
地
域
の

子
供
を
育
ん
で
い
く
。
こ
れ

が
一
番
基
本
的
な
理
念
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
。

て
支
援
、
児
童
家
庭
支
援
の

一
環
と
し
て
現
在
対
応
し
て

お
り
、
支
援
の
対
象
者
や
支

援
の
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数

の
課
が
連
携
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
人
材
の
確
保

や
財
源
の
確
保
な
ど
の
課
題

も
あ
り
、
当
面
の
間
は
、
条

例
制
定
は
行
わ
ず
に
現
状
の

対
策
の
範
囲
で
対
応
を
考
え

て
い
る
。

　
　
条
例
ま
で
は
必
要
な
い

　
　
と
思
う
が
、
支
援
の
方

法
を
考
え
る
仕
組
み
づ
く
り

を
作
る
べ
き
と
思
う
。
教
育

課
、
福
祉
介
護
課
、
健
康
子

育
て
課
で
の
協
議
の
場
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
考

え
を
問
う
。

　
　
健
康
子
育
て
課
長

　
　
３
課
で
協
議
の
場
を
作

る
べ
き
と
の
こ
と
だ
が
、
健

康
子
育
て
課
に
は
、
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
組

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
取
り
組
み
状
況
は

条
例
制
定
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
？

川
上
淳
司

質
問
者

答

答

答

問

問

問

議

会

傍

聴

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
定
例
会
本
会
議
や
常
任
委
員
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
可
能
で
す
。

　（
お
子
様
連
れ
も
可
能
）

総
務
文
教
・
産
業
福
祉
両
常
任
委
員
会
の
傍
聴

に
関
し
て
は
委
員
長
の
許
可
が
必
要

プ
ラ
カ
ー
ド
・
カ
メ
ラ
・
そ
の
他
録
音
機
等
、

器
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

拍
手
・
発
言
談
論
は
不
可
。
た
だ
し
緊
急
的
な

途
中
退
室
及
び
入
室
は
可
能
で
す

※※ 注

本

会

議

一
般
質
問

○
定
例
会
開
催
期
間
中
は
庁
舎
３
階
に
あ
る
議
会
事
務
局
が
受
付
窓
口
で
す
。

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
産
業
福
祉
常
任
委
員
会

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

＊お問い合わせ＊

矢掛町議会事務局

☎ 8 2 - 1 1 1 9

皆
さ
ん
の
お
声
を
ぜ
ひ
お
届
け
い
た
だ
き
た
く

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
の
受
付
窓
口
と
し
て
、

議
会
直
結
の
『
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

矢
掛
町
議
会
は

を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
議
会

☆
フ
ァ
ッ
ク
ス
専
用
⇨(

８
２
）
９
０
２
０
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議
会
は
令
和
３
年
12
月
定
例

会
閉
会
後
の
議
会
全
員
協
議
会

に
お
い
て
『
農
家
の
経
営
支
援

を
求
め
る
要
望
書
』《
※
下
参
照
》

の
提
出
を
全
会
一
致
で
決
定

し
、
同
日
山
野
町
長
に
手
交
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

著
し
い
米
の
消
費
停
滞
が
及
ぼ

し
た
米
価
下
落
の
状
況
に
対

し
、
議
会
に
届
け
ら
れ
た
「
農

家
へ
の
支
援
を
！
」
と
い
う
声

を
受
け
止
め
て
の
行
動
で
、
す

で
に
11
月
29
日
に
こ
の
件
に
つ

い
て
の
協
議
を
行
い
要
望
を
決

定
し
て
い
ま
し
た
。

　
農
業
を
担
う
方
々
を
支
え
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続

的
発
展
の
基
盤
を
守
る
た
め
、

町
と
し
て
対
応
可
能
な
対
処
・

対
策
を
一
日
も
早
く
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
旨
を
要
望
し
ま

し
た
。 今

、
農
業
を
担
う
方
々
を
守
る
！
農
家
経
営
支
援
の
要
望
書
提
出

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
米
価
下
落
を
危
惧
！
議
会
と
し
て
対
策
を
求
め
る

米の価格が下がって
　困りょんじゃ…
　　これじゃ
　　　続けられんで

それは大変だ！
　議会として行政に
　みなさんの声を
　　　とどけます！

ぎかい君

町民Ａさん

令和３年12月10日
　矢掛町長　山野　通彦　殿

矢掛町議会議長　土田　正雄

農家の経営支援を求める要望書

　本町では、町長が新たな視点での「矢掛町農業ビジョン」を策定し、耕地の減少、農業者
の高齢化、担い手不足が深刻な状況のなか、“いま現在農業を担う方々 ”から“次の世代”にい
かに農業を引き継ぐか、基幹産業である農業を持続的に発展させられるよう尽力されている。
　この中で、昨年来から新型コロナウィルス感染症の影響による外食産業の不振などによる
米余りで、令和３年産米の概算金は、前年度と比較して30％近い大幅な下落を見せており、
このままでは令和４年についても回復の見通しが立たない状況である。
　米価の下落については、収入保険制度の利用により減収補填はされるという見方もあるが、
その利用は青色申告者が条件であるなど利用へのハードルが高く、作物の不作や米価の急激
な下落は、担い手の減少・農家の離農・町外への転出など地域経済や農村集落維持に深刻な
状況をもたらすことが懸念される。
　ついては、矢掛町農業ビジョンの前提である“いま現在農業を担う方々 ”を守り、矢掛町
農業ビジョンの目的を達成するためにも、経営安定にかかる施策・支援策の実現を要望する。

記

１．米価下落の対策を早急に講じること
２．前項については令和３年度のみならず感染症の影響が懸念される令和４年度においても
　　継続的に実施すること
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令
和
４
年
２
月
３
日
に
召
集

さ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

右
ペ
ー
ジ
の
要
望
書
の
内
容
が

反
映
さ
れ
た
『
稲
作
経
営
継
続

支
援
対
策
事
業
』
《
※
下
参
照
》

が
一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
た
外
食
産
業
の
ニ
ー
ズ
低
下

等
々
に
よ
る
米
の
相
対
取
引
価

格
下
落
の
現
状
か
ら
水
稲
農
家

を
守
る
た
め
の
措
置
で
あ
り
、

町
は
「
速
や
か
な
対
処
を
図
る

た
め
繰
越
と
せ
ず
実
施
す
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
行
政
に
係
る
ご
意
見
や
ご
要

望
が
あ
れ
ば
議
会
に
ご
連
絡
下

さ
い(

Ｐ
９
参
照)

。

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提

言
は
議
会
の
中
で
調
査
・
研
究

を
行
い
、
よ
り
よ
い
行
政
施
策

の
参
考
と
な
る
よ
う
に
町
執
行

部
へ
進
言
・
提
案
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
同
対
策
事
業
は
、
先
行
き
不

透
明
な
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米

価
下
落
傾
向
と
現
況
に
鑑
み
、

農
家
の
「
販
売
数
量
に
対
す
る

補
助
」
を
行
う
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　
主
食
用
米
生
産
農
家
を
対
象

と
し
、
交
付
申
請
期
間
（
２
月

末
で
終
了
）
を
経
て
、
４
月
以

降
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

補
正
予
算（
第
７
号
）に
計
上
！

議
会
は
動
く
！

支
援
対
策
の
内
容
は
？

　　これからも
　“みなさんの声 ” を
行政に届けていきます！
議会ホットライン
（※ P9）へのご連絡を
　お待ちしております

ぎかい君

矢掛町稲作経営継続支援対策【制度概要】

１．制度趣旨
　新型コロナウィルス感染症の感染防止対策による外食産業控え等の影響が長期化したことによる米価下落や、
次年度の生産資材等の一部が高騰する見込みの中、町内農家の方が耕作意欲を失わず、次期作に向けて経営安定
化を図れるよう、補助金を交付する。

２．補助対象者
　次の要件全てに該当する農業者を補助対象とする。
　　⑴ 矢掛町に住所を有する者（法人にあっては本店又は主たる事務所を町内に有する者）
　　⑵ 令和 3 年度営農計画書を令和 3 年 12 月末までに提出済の者
　　⑶ 令和 3 年度営農計画書において、水稲作付面積が 3 反以上の者（※国の農林業センサスで 3 反以上の作
　　　 付農家を販売農家と定義）
　　⑷ 販売証明書等により品種、数量、販売金額が証明できる者
　　⑸ 令和 4 年度以降も営農継続する意思を有している者
　　⑹ 町税等の徴収金を完納している者
　　⑺ 暴力団員により不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）第 2 条第 6 号に規定する暴
　　　 力団員でない者（法人の場合は役員等が暴力団員でない者）

３．補助金の額等

　　※補助金の額に 1,000 円未満の端数が生じる場合は、当該端数を切捨て。
　　※俵数は出荷数量（㎏）÷ 60（㎏）/ 俵（小数点以下は切捨て）で計算。

４．その他
・令和 3 年産主食用米のみ補助対象。（小米、くず米、加工用米、飼料用米及びもち米等は対象外）
・販売証明等で出荷数量や販売証明が証明できない分は、補助対象外。

補助金の額

販売した主食用米の俵数×1,000円/俵

補助限度額

200,000円
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＊
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
～
こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
の
在
り
方
を
聞
く
！
＊

観
光
交
流
推
進
…
ま
ち
づ
く
り
の
意
義
と
は

賑
わ
い
創
出
と
地
方
創
生
…
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
と
は
？

第
２
回 

や
か
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観
光
交
流
推
進
機
構
）理
事
と
の
懇
談
会【
後
編
】

　

完
全
収
束
が
お
ぼ
つ
か
な
い
コ
ロ
ナ
渦
の
中
で
観
光

交
流
の
推
進
に
根
差
し
た
我
が
町
の『
賑
わ
い
創
出
』の

行
方
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
官
民
挙
げ
て
の
様
々
な

取
り
組
み
は
我
が
町
、
そ
し
て
町
民
に
ど
の
よ
う
な
成

果
と
利
益
を
も
た
ら
す
の
か
？
…
。

　

前
編
（
24
号
）
に
引
き
続
き
や
か
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
理
事
の

方
々
と
議
会
と
の
議
論
の
中
で
か
す
か
に
見
え
て
き
た

『
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
』
に
つ
い
て
の
懇
談
内
容
を

後
編
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
対
す
る
期
待
す

る
事
業
展
開
や
、
賑
わ
い

創
出
に
関
す
る
事
業
提
案

は
な
い
か
？

川
上
副
議
長　

岡
山
検
定

同
様
に
「
矢
掛
検
定
」
等

を
企
画
し
て
は
ど
う
か
？

土
田
議
長　

町
民
に
対
し

て
事
業
や
取
り
組
み
等
が

「
地
方
創
生
」
に
つ
な
が

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

も
ら
い
た
い
。
産
業
と
し

て
の
観
光
は
単
に
交
流
人

口
増
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
い
。
地
方
創
生
が

達
成
で
き
な
い
と
意
味
が

な
い
と
思
う
。

浅
野
議
員　

矢
掛
町
も
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

加
入
す
べ
き
だ
。
県
観
光

連
盟
に
は
元
矢
掛
町
職
員

が
在
籍
し
て
お
り
、
つ
な

が
り
を
活
か
す
べ
き
だ
。

小
塚
議
員　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活

動
を
知
ら
な
い
町
民
が
多

い
。
イ
ベ
ン
ト
ポ
ス
タ
ー

等
に
目
立
つ
よ
う
に
名
称

を
掲
載
す
べ
き
。
ア
ピ
ー

ル
し
て
全
体
的
な
賑
わ
い

を
盛
り
上
げ
る
べ
き
だ
。

堀
理
事　

問
い
合
せ
先
は

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
い
る
が
…

安
達
副
理
事
長　

地
方
創

生
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、

賑
わ
い
創
出
を
推
進
す
る

意
義
は
「
雇
用
と
移
住
」

の
増
大
、
こ
れ
を
柱
と
し

て
拡
充
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
す

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
上

で
の
矢
掛
検
定
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
そ
の
一
環
と

し
て
有
効
か
と
思
う
。

堀
理
事　

逆
に
議
会
議
員

の
皆
さ
ん
は
地
方
創
生
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

土
田
議
長　

た
と
え
ば
外

部
か
ら
見
て
特
定
の
市
町

だ
け
で
な
く
矢
掛
町
が
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
「
面

白
そ
う
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
わ
れ
る
町
に
な
る
こ

と
が
地
方
創
生
と
思
う
。

堀
理
事　

私
は
地
方
に
住

む
方
々
が
自
分
の
町
（
ふ

る
さ
と
）
を
誇
り
に
思
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
又

は
そ
う
な
る
よ
う
に
取
り

組
む
こ
と
が
地
方
創
生
だ

と
思
っ
て
い
る
。

安
達
副
理
事
長　

20
年
後

に
町
の
人
口
が
１
万
人
を

割
る
と
の
予
測
が
あ
る
。

　

１
万
人
を
切
れ
ば
消
防

車
が
何
台
減
る
か
、
外
食

店
舗
が
何
軒
減
る
か
、
高

校
が
無
く
な
る
の
で
は
な

い
か
、
生
活
が
ど
う
変
わ

る
の
か
を
想
像
し
な
い
と

い
け
な
い
。
こ
の
町
が
魅

力
あ
る
町
と
な
る
よ
う
努

力
し
、
残
す
価
値
が
あ
る

か
否
か
を
考
え
な
が
ら
国

か
ら
の
補
助
金
等
を
あ
て

に
せ
ず
と
も
生
き
残
れ
る

町
に
今
し
て
い
く
こ
と
そ

れ
が
地
方
創
生
だ
。

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

地
方
創
生
論
議
に
関
連
し

町
民
主
体
の
ソ
フ
ト
事
業

展
開
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期

待
す
る
か
？

髙
月
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
で

旅
行
に
対
す
る
考
え
方
は

変
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
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団
体
旅
行
よ
り
個
人
旅
行

が
増
え
、
お
寺
や
神
社
等

で
ホ
ッ
と
で
き
る
観
光
プ

ラ
ン
も
作
っ
て
欲
し
い
。

金
子
理
事
長　

矢
掛
町
に

は
金
閣
寺
の
よ
う
な
文
化

財
は
な
い
。し
か
し
認
定
・

未
認
定
に
か
か
わ
ら
ず
中

に
は
良
い
も
の
が
あ
り
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
て
い
け
ば

コ
ン
テ
ン
ツ
が
厚
く
な
る
。

町
民
が
気
付
か
な
か
っ
た

よ
う
な
価
値
あ
る
埋
も
れ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
し

幅
を
広
げ
た
い
。

安
部
理
事　

地
方
創
生
に

つ
い
て
は
矢
掛
町
は
Ｐ
Ｒ

を
外
向
け
に
頑
張
っ
て
き

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
組
織

の
目
的
に
沿
っ
て
内
向
き

に
も
力
を
入
れ
た
い
。　

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
違

う
場
面
で
も
町
民
と
来
訪

者
と
の
交
流
の
場
を
広
く

考
え
て
い
き
た
い
。

原
田
議
員　

文
化
財
の
観

光
活
用
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば「
小
迫
大
塚
古
墳
」は

古
墳
周
辺
の
草
は
刈
っ
て

い
て
も
そ
こ
に
行
く
ま
で

の
道
は
い
い
よ
う
に
な
っ

て
い
な
い
。
協
力
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
言
っ
て
も

ら
え
れ
ば
行
政
に
問
題
提

起
を
行
う
。

金
子
理
事
長　

文
化
財
に

つ
い
て
は
各
地
区
で
ど
の

程
度
関
心
が
あ
る
か
が
大

事
だ
。
私
達
が
調
査
に
行

く
こ
と
を
知
り
草
刈
り
を

し
て
く
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
理
解
が

広
ま
れ
ば
ど
こ
か
に
頼
る

の
で
は
な
く
自
分
達
で
や

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

可
能
に
な
る
か
と
思
う
。

原
田
議
員　

文
化
財
管
理

等
へ
の
予
算
は
十
分
で
は

な
い
。
見
に
来
た
人
達
が

が
っ
か
り
し
な
い
よ
う
な

環
境
に
し
た
い
も
の
だ
。

花
川
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

誇
り
を
持
て
る
町
で
な
い

と
地
方
創
生
は
難
し
い
。

地
域
の
人
が
自
発
的
に
何

か
を
す
る
素
地
づ
く
り
が

大
事
で
こ
れ
が
「
お
も
て

な
し
」。
今
は
街
歩
き
だ

け
で
人
が
呼
べ
る
町
に
な

っ
た
。
何
か
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か
ら

町
民
或
い
は
行
政
に
求
め

る
こ
と
は
あ
る
か
？

安
達
副
理
事
長　

倉
敷
方

面
か
ら
町
へ
入
れ
ば
直
ぐ

に
吉
備
真
備
公
ゆ
か
り
の

地
、
目
の
前
は
猿
掛
城
。

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
予

算
を
か
け
て
何
が
し
か
の

整
備
が
必
要
と
思
う
。

川
上
副
議
長　

会
社
の
同

僚
に
は
矢
掛
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
ま
ち
な
か
の
み
な

ら
ず
か
わ
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

田
中
議
員　

町
内
で
「
観

光
情
報
シ
ー
ト
」
の
照
会

を
さ
れ
た
が
ど
の
程
度
集

ま
っ
た
の
か
？
い
い
も
の

が
あ
っ
た
か
？

金
子
理
事
長　

30
件
集
め

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中

か
ら
20
件
を
選
ん
だ
。
そ

れ
ら
を
５
０
０
枚
ず
つ
チ

ラ
シ
に
し
て
町
家
交
流
館

と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
問

屋
で
配
布
し
て
い
る
。

山
部
議
員　

広
報
や
か
げ

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
通
信
で
は
桃
源

郷
は
な
し
の
里
を
紹
介
し

て
い
た
が
、
は
な
し
の
里

の
イ
ベ
ン
ト
告
知
欄
に
は

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
名
前
が
な
い
。

町
外
か
ら
の
矢
掛
の
観
光

振
興
の
評
価
は
高
い
の
で

自
信
を
持
っ
て
Ｐ
Ｒ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

堀
理
事　

町
内
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
で
き

る
よ
う
な

も
の
が
あ

れ
ば
今
後

議
会
か
ら

も
提
案
し
て
欲
し
い
。

花
川（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

地
方
創
生
の
持
つ
意
義
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
で
き

あ
る
意
味
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
目
指
す
先
が
見
え
て

き
た
感
が
あ
る
が
…
。

安
達
副
理
事
長　

Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
が
ま
だ
ま

だ
と
い
う
ご
意
見
が
多
く

あ
っ
た
。
よ
り
良
い
コ
ン

テ
ン
ツ
作
成
と
共
に
意
識

し
て
い
き
た
い
。

川
上
副
議
長
〈
閉
会
挨
拶
〉

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
は
と
て
も

い
い
影
響
が
出
て
い
る
。

矢
掛
に
目
を
向
け
て
も
ら

え
る
手
段
を
考
え
て
賑
わ

い
の
発
展
に
貢
献
し
て
も

ら
い
た
い
。　

《
終
わ
り
》

農業・商工業

観光交流推進
賑わい創出のまちづくり

つまり…地方創生！

誇りを持てる我が町“やかげ”

町はどうなる?!

暮らし・文化・経済の振興

人口減少 後継者不足

定
住
移
住
促
進

産
業
構
造
変
革

雇用拡充 経済循環
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＊臨時企画＊　山野通彦町長、直撃インタビュー！

賑わいの“まちづくり”
回顧…議会との思い出

　
4
期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り
卓
越
し
た
行
政
手
腕
と
堅
実
な
財
政

運
営
を
以
っ
て
我
が
町
行
政
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
山
野
町
長
。
昨
年

12
月
定
例
会
に
て
勇
退
の
意
を
表
明
さ
れ
た
今
、
残
さ
れ
た
時
間

の
中
で
テ
ー
マ
を
『
賑
わ
い
創
出
・
観
光
事
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
』
に
絞
り
、
在
任
期
間
中
の
議
会
と
の
思
い
出
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
《
収
録
日
／
令
和
4
年
2
月
9
日
》
。

●
振
興
計
画
の
柱
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
・
賑

わ
い
創
出
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
ま
だ
町
民
に
は
賑
わ
い

創
出
の
趣
旨
が
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
中
で
の
こ
れ
ら
の
行
政
施

策
、
町
長
の
思
い
出
深
い
事
柄

や
感
慨
を
お
聞
き
し
た
い
。

山
野
町
長　
町
長
就
任
1
年
目

は
健
康
・
福
祉
・
教
育
等
町
民

生
活
の
基
盤
と
な
る
分
野
に
傾

注
し
た
。
そ
し
て
2
期
目
に
賑

わ
い
創
出
の
方
向
を
定
め
た
。

今
ま
で
は
自
然
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
施
し
て
き
た
が
、
平

成
の
大
合
併
を
経
験
し
た
中
で

単
独
町
政
を
維
持
す
る
上
で
人

口
問
題
を
ど
う
す
る
か
を
考
え

た
。
先
ず
町
の
魅
力
づ
く
り
・

人
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
矢
掛
の
特
色

つ
ま
り
旧
山
陽
道
の
街
並
み
を

資
源
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
大

事
だ
と
思
い
た
っ
た
丁
度
そ
の

時
、
竹
内
邸
を
倒
す
・
赤
澤
邸

を
売
却
す
る
と
い
う
動
き
を
知

っ
た
。
谷
山
邸
は
建
物
・
土
地

は
寄
附
だ
が
一
部
周
辺
は
購
入

し
た
。
古
民
家
再
生
・
賑
わ
い

創
出
事
業
の
概
算
額
も
運
用
方

法
等
も
定
ま
ら
な
い
状
況
で
、

議
会
が
土
地
買
収
ま
で
認
め
て

く
れ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
が

議
員
中
か
ら
「
土
地
を
取
得
す

る
べ
き
」
と
提
案
が
あ
り
そ
の

こ
と
で
一
気
に
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
い
っ
た
。
あ
の
こ
と
が

印
象
深
く
議
会
と
の
思
い
出
と

し
て
残
っ
て
い
る
。

●
ま
ち
づ
く
り
へ

の
思
い
・
行
政
施

策
や
事
業
を
町
民

に
理
解
し
て
も
ら

う
に
は
苦
労
が
あ

っ
た
と
思
う
が
？

山
野
町
長
　
街
並

み
は
残
す
が
観
光

の
イ
メ
ー
ジ
は
無

か
っ
た
。
諸
事
業

を
短
期
間
で
進
め

て
き
た
の
で
あ
ま

り
住
民
説
明
会
は

行
わ
ず
そ
れ
に
つ

い
て
は
反
省
も
あ
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
説
明
会
を
し
て
い
れ

ば
利
害
関
係
等
も
生
じ
反
対
の

方
向
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
「
こ

う
い
う
町
に
し
て
欲
し
い
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
て
実
現
し

た
。
議
会
と
執
行
部
が
ぎ
く
し

ゃ
く
し
て
い
た
ら
実
現
で
き
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

●
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
議
会
が
民
意
を
反
映
し

て
執
行
部
に
反
対
し
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
あ
る
意
味
で
町
民

の
意
思
だ
っ
た
と
い
う
認
識

か
？

山
野
町
長
　
そ
う
で
も
な
く
私

も
ま
ち
づ
く
り
が
今
の
よ
う
な

展
開
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
商
店
街
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
街

と
言
わ
れ
た
時
代
、
町
に
大
型

商
業
施
設
が
来
る
話
が
あ
り
当

時
の
役
場
の
前
で
ハ
ン
ガ
ー
ス

ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
、
町
の
中

が
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
い
た
。

色
々
な
歴
史
・
民
意
が
あ
る
中

で
よ
く
こ
こ
ま
で
出
来
た
と
い

う
思
い
だ
。
　

人口減少社会における “まちづくり” の課題

『まちの魅力アップと賑わいの創出』

新たな観光の
魅力化＆観光産業振興

つまり…

ディスカバーやかげ

矢掛町の歴史的・
文化的資源や
豊かな自然を

観光資源として活用！

このスキームを

町民にどう理解

していただくか？

【 まちの経済力アップ 】

観光機能の強化　民間活力による推進体制の確立

地域の　【 稼ぐチカラ 】 の促進　つまり　観光地経営

賑わい創出・まちの魅力化、農業・産業振興と創業支援等による
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●
パ
ル
タ
ウ
ン
出
店
時
に
は
商

店
街
は
も
う
だ
め
だ
と
言
わ
れ

た
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
観
光

客
が
来
る
町
と
な
っ
た
。

山
野
町
長
　
当
時
は
商
工
費
と

い
っ
て
も
予
算
規
模
は
少
な
く

職
員
も
観
光
の
こ
と
は
全
く
誰

も
分
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。

商
店
街
の
お
店
も
よ
く
我
慢
し

て
残
っ
て
く
れ
た
。
何
軒
か
は

閉
店
等
で
駐
車
場
に
な
っ
た
が

細
々
で
も
生
き
残
っ
て
く
れ

た
。
私
の
時
が
商
店
街
を
残
す

か
否
か
最
後
の
決
断
の
時
だ
っ

た
と
思
う
。
5
年
・
10
年
遅
け

れ
ば
間
に
合
わ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

山
野
町
長
　
今
は
ま
だ
発
展
途

上
で
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

だ
。
賑
わ
い
創
出
の
核
と
な
る

矢
掛
屋
も
オ
ー
プ
ン
し
た
後
、

平
成
30
年
豪
雨
災
害
に
み
ま
わ

れ
、
時
の
皇
太
子
殿
下
の
行
啓

も
中
止
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
。

こ
の
４
年
間
は
最
悪
の
期
間
だ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
何
と

か
こ
れ
だ
け
や
っ
て
き
た
こ
と

は
評
価
さ
れ
る
べ
き
。
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
れ
ば
右
肩
上
が
り
か

と
い
う
と
そ
う
な
る
と
も
限
ら

な
い
。
議
員
（
議
会
）
も
１
期

4
年
の
ス
パ
ン
で
な
く
、
子
や

孫
の
こ
と
も
考
え
て
知
恵
を
出

し
て
提
言
し
て
欲
し
い
。

●
最
後
に
、
矢
掛
は
今
や
こ
れ

だ
け
の
周
遊
性
（
※
図
①
）
の

あ
る
町
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

多
様
な
人
達
に
よ
る
ソ
フ
ト
・

コ
ン
テ
ン
ツ
を
以
っ
て
『
矢
掛

に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
矢

掛
に
来
て
良
か
っ
た
』
と
思
っ

て
戴
け
る
町
と
な
る
に
は
何
が

大
事
か
お
聞
き
し
た
い
。

山
野
町
長
　
持
続
的
に
観
光
を

維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

●
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ

タ
ウ
ン
認
定
、
や
か
げ
Ｄ
Ｍ
Ｏ

設
立
、
道
の
駅
、
無
電
柱
化
、

重
伝
建
等
が
整
備
さ
れ
た
が
、

こ
れ
か
ら
「
地
域
の
稼
ぐ
力
」

を
ど
う
す
べ
き
か
？
将
来
展
望

と
し
て
後
継
に
臨
む
こ
と
は
？

山
野
町
長
　
そ
れ
は
皆
さ
ん
で

考
え
て
欲
し
い
。
行
政
が
基
盤

を
整
備
し
た
の
で
民
間
、
特
に

商
工
会
が
本
気
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
う
。
ま
ち
な
か
の
商
工

業
者
が
自
分
た
ち
の
発
想
で
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。
ま
ち
づ
く

り
と
は
住
ん
で
い
る
人
が
豊
か

に
な
る
こ
と
。
矢
掛
を
訪
れ
た

人
が
ど
れ
だ
け
お
金
を
落
と
し

た
か
見
え
て
こ
な
い
と
い
け
な

い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
は
行

政
や
議
会
は
動
き
づ
ら
い
の

で
、
商
工
会
を
は
じ
め
民
間
業

者
の
奮
起
に
期
待
し
た
い
。

●
民
間
が
稼
ぐ
力
を
持
て
る
ま

で
は
な
か
な
か
厳
し
い
が
、
行

政
は
ど
の
く
ら
い
財
政
出
動
す

べ
き
と
思
っ
て
い
る
か
？
観
光

元
年
以
降
を
振
り
返
り
山
野
町

政
と
し
て
の
感
覚
・
概
観
は
？

昼
間
（
日
帰
り
）
だ
け
で
な
く

宿
泊
需
要
を
高
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
町
民

の
皆
さ
ん
に
矢
掛
を
再
発
見
し

て
戴
く
ツ
ア
ー
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
作

成
し
利
用
が
多
い
。
一
方
、
矢

掛
に
は
大
き
な
観
光
資
源
が
あ

る
訳
で
は
な
い
。
観
光
と
い
う

言
葉
は
使
っ
て
い
る
が
そ
れ
は

大
き
い
意
味
で
の
『
ま
ち
づ
く

り
』
だ
。
人
の
定
住
・
魅
力
の

発
信
で
商
店
街
に
は
後
継
者
が

出
て
き
て
い
る
。
お
も
て
な
し

は
人
あ
っ
て
こ
そ
だ
。
そ
の
後

継
者
が
い
な
い
と
町
は
潰
れ

る
。
事
業
継
承
が
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
思

っ
て
い
る
。
今
後
そ
れ
が
進
ん

で
行
け
ば
「
持
続
可
能
な
町
」

に
な
る
し
、
そ
う
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。（

お
わ
り
）

本陣・脇本陣

矢掛ビジターセンター問屋 やかげ町家交流館

道の駅山陽道やかげ宿水車の里フルーツトピア

やかげ郷土美術館 桃源郷はなしの里

みかわてらす・えんがわ食堂矢掛町総合運動公園

吉備真備公園 重伝建の町並み

周 遊 性

＊ 観光＝ “ まちづくり ” の連環 ＊
※図①



議
会
だ
よ
り 

─ 

や
か
げ 

─

令
和
４
年
４
月
18
日　
第
25
号

□
編

集
／
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土
田

正
雄

議 会 日 誌

　現議会は任期の開始当初から様々な事象への対処
を迫られました。激甚災害に指定された豪雨被害か
らの災害復旧、さらに新型コロナウイルス感染症か
らの社会生活全般の支援対策に係る補正予算案を中
心とした臨時議会は実に８回を数えました。
　被災した方・罹患された方を何とか勇気づけられ
たらと本紙の表紙には備中神楽の神々を配したので
した（左の写真）。

　
早
い
も
の
で
議
員
任
期
４
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
令
和
４
年
度
の

各
会
計
予
算
も
可
決
し
議
会
と
し

て
の
重
要
議
決
も
終
え
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
紙
は
定
例
会
ご
と
の

様
々
な
行
政
情
報
・
議
決
内
容
を

議
会
の
視
点
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん

に
報
告
し
て
参
り
ま
し
た
。

改
正
し
た
条
例
や
一
般
会
計
の
補

正
予
算
な
ど
、
そ
の
必
要
性
と
妥

当
性
、
そ
し
て
そ
れ
が
我
々
町
民

に
ど
う
係
わ
る
の
か
な
ど
を
解
説

方
々
言
葉
で
表
し
て
来
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
は
最
も
活
躍
し
た
の

は
「
ぎ
か
い
君
」
で
し
ょ
う
か
…

　
次
号
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
で
の

編
集
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

有
意
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
第
２
期
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

編
集
後
記

(16)

事こ

と

代し

ろ

主ぬ

し

の

命み

こ

と

　
大
国
主
命
の
御
子
に
し
て
美
保
神
社
の
祭
神
。
海
上
安
全
・
豊
漁
な
ど

商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
、
ま
た
厄
除
け
・
病
気
快
癒
に
大
変
御
利
益
あ
る

神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
沈
ん
だ
今
の
世
を
快
方
へ

一
刻
も
早
く
お
導
き
下
さ
い
…
　『
サ
〜
ン
ヤ
、
サ
ン
ヤ
ッ
！
』

大
国
主
命

言
わ
ず
と
知
れ
た『
福
徳
の
神
様
』で
す
が

「
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
」の
伝
承
、そ
し
て
神
楽
の
国
譲
り
の
場
面
で
も

『
病
み
患
う
者
に
は
薬
を
授
け…

（
経
津
主
命
・
武
甕
槌
命
と
の
掛
け
合
い
よ
り
）』と
あ
り
、

荒
ぶ
る
八
十
禍
津
神
を
平
ら
げ『
病
を
封
じ
る
神
様
』と
し
て
崇
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
刻
も
早
く
ご
威
徳（
ワ
ク
チ
ン
）を
現
世
に
顕
し
、コ
ロ
ナ
禍
を
鎮
め
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に…

。

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

素
す さ の お の み こ と

戔嗚尊 荒（すさ）ぶる神として、また勇猛かつ正義感ある神として崇めら

れるスサノオ。一方、妻に歌をおくる心の優しさもあわせ持つ神と

しても広く知られています。ヤマタノオロチ退治の伝承にみられるように『知恵と勇気』

の象徴として、備中神楽では勇壮かつ荘厳な舞がみられます。

我々矢掛町民も辛抱強さと苦難に負けない心でコロナウイルスを打ち果たしましょう！

松ま

つ

尾の

お

明み
ょ
う

神じ

ん

　
酒
造
り
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
松
尾
明
神
は
ス
サ
ノ
オ
の
命
を
受
け
て

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
す
る
た
め
の
八
千
石
の
酒
を
造
り
ま
す
。

　
太
鼓
を
打
つ
太
夫
を
「
音
楽
さ
ん
」
と
呼
び
、
出
雲
か
ら
ご
当
地
ま
で
の

道
中
を
面
白
お
か
し
く
歌
い
し
ゃ
べ
る
陽
気
な
神
様
で
す
。

　
知
恵
を
以
っ
て
災
い
を
除
き
、
仲
間
と
共
に
陽
気
に
共
同
作
業
に
臨
む
…

松
尾
明
神
に
な
ら
い
皆
で
明
る
く
コ
ロ
ナ
退
治
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

◆  

第
20
号
【
令
和
３
年
１
月
】
◆

◆  

第
21
号
【
令
和
３
年
4
月
】
◆

◆  

第
22
号
【
令
和
３
年
7
月
】
◆

◆  

第
24
号
【
令
和
4
年
１
月
】
◆

◆  

第
23
号
【
令
和
３
年
10
月
】
◆

～振り返り…議決機関として激動の１期４年～

平成 30 年 第１回　臨時会〈5/24〉
〃 第２回　定例会〈6/5 ～ 6/13〉
〃 第３回　定例会〈9/3 ～ 9/19〉
〃 第２回　臨時会〈10/17〉
〃 第４回　定例会〈12/4 ～ 12/12〉

令和２年 第１回　定例会〈3/2 ～ 3/17〉
〃 第１回　臨時会〈4/13〉
〃 第２回　臨時会〈5/20〉
〃 第２回　定例会〈6/2 ～ 6/10〉
〃 第３回　臨時会〈8/6〉
〃 第３回　定例会〈9/2 ～ 9/15〉
〃 第４回　臨時会〈11/25〉
〃 第４回　定例会〈12/2 ～ 12/10〉

令和４年 第１回　臨時会〈2/3〉

〃 第１回　定例会〈3/2 ～ 3/16〉

平成31年 第１回　定例会〈3/5 ～ 3/22〉
令和元年 第２回　定例会〈6/4 ～ 6/12〉
〃 第３回　定例会〈9/3 ～ 9/17〉
〃 第４回　定例会〈12/3 ～ 12/11〉

令和３年 第１回　臨時会〈2/2〉
〃 第１回　定例会〈3/2 ～ 3/16〉
〃 第２回　定例会〈6/2 ～ 6/10〉
〃 第３回　定例会〈9/2 ～ 9/15〉
〃 第４回　定例会〈12/2 ～ 12/10〉
〃 第２回　臨時会〈12/20〉

ぎかい君

ぎかい君

ぎかい君

ぎかい君

10
月
開
催
の
第
２

回
臨
時
会
は
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災

害
の
復
旧
対
策
に

係
る
補
正
予
算
審

議
が
重
要
案
件
で

し
た
！

コ
ロ
ナ
禍
が
及
ぼ
し
た
社
会

の
停
滞
に
対
す
る
緊
急
経
済

対
策
や
町
民
へ
の
感
染
拡
大

防
止
へ
の
諸
対
策
に
係
る
補

正
予
算
審
議
な
ど
臨
時
会
は

実
に
４
回
を
数
え
定
例
会
と

合
わ
せ
８
回
に
及
び
ま
し
た

２
回
の
臨
時
会
で
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
対
応
と
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
他
の
補
正
予

算
を
審
議
し
、
正
に
コ

ロ
ナ
議
会
で
し
た
！

こ
の
年
度
は
当
初

予
算
か
ら
様
々
な

災
害
復
旧
関
連
の

事
業
予
算
が
編
成

さ
れ
ま
し
た
！

コロナ対策・次年度予算議決！


